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● 1月23日、トヽ，，小ーク搭載予定

艦、ロサンビル人級原潜 Iインj、イ

/ J-ボリ人！が横須賀に人港しよし

に。 5 日の「 I レマ—トン＿： （［］人

級） 12日の「ハ‘ーミットJ (人レ（

ッシャ—級） 9こ絨いー（今行3隻めー（

す。このHも午後 7時暴地ゲート前

に1」人力の仲間をはじめ 10数人

がつめかけ抗議行動。●2月10 I 

日から米韓合同瀬習「fーム人ピリ

ット86」が始まります。日Aの暴地

が7)レ回転する朝鮮半島での限定核

戦争瀬習。これと連動し（、自衛隊

と米軍との共同涸習が各地でくりし‘

ろげられます。だから実質tは日米

バ詞 ＼ 韓共i購習というのが正しい。●横
吋、ーク蓬触 Iく 田暴地周辺．では、現地の労働糾合、

叫后知しtぅf 巾民グループによる暴地監視や抗J

も取組まれよす。束京℃

1日昼、デモをしま叫
(/)行動や県地の動さなど

をお符せ］、さい。

日米藷合同呈争渥誓
二十ムスに°リ迂86応紀i，
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節
の
虹
代
化
が
図
ら
れ
、
一

珠
而
攻
”
授
の
元
四
詰
就
九
八
二
仔
円
れ
、
現
役
内
位
し
た
，
頃
沢
寄
尼
は
五
十
八
年
六
月
、
来

役
、
ア
イ
オ
ワ
級
戦
に
四
安
の
一
並
祖
り
は
約
三
千
人
C

政
打
の
寄
吃
野
関
に
つ
い
て
日
本

箆
ベ
ト
ナ
ム
蝦
竺
C
も

出

動

し

政

府

が

受

け

人

れ

を

衣

叫

し

た

“

..M,

内

一
れ
が
あ
る
。
こ
の
時
長
洲
紺
、
一
ば
で
の
開
月
」
を
理
由

5

横
山
横
店
だ
」
出
か
が
安
倍
汎
凡
こ
に
召
忠
を
5

止
し
て
い
る
。

入
氾
反
対
を
由
し
ス
；
八
来
仰
も

H
関
連
記
事
2
面
に

核
論
議
の
再
燃
必
至

（
 

＊
｀
紐
W
の
戟
配
三
4

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
」
ー
が
靡
が
．
い
L

.

)

)

]

り
，
り
に
且
ぃ
：
紐
悩
骨
心
に
寄

り
｀
る
可
岱
門
が
強
ま
っ
て
い
る
神
奈
川
新
聞
社
が
，
‘
'
与
i
し
｛
ほ

ロ
侶
は
核
・
非
い
印
川
の
必
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
l

を
杞
戯
’
[
)
ご
お
り
．
怜
t
ソ
屹

mの
m強
を
に
ら
み
、
対
ソ
核
四

記
体
制
の
強
化
を
合
め
た
ア
メ
リ
カ
の
甲

T
プ
レ
ゼ
ン
ス
（
存
在
）
を
強
潤
す
る
出
い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
c

一
方
、
ト
マ
ホ

ー
ク
を
格
故
し
て
い
る
同
艦
の
寄
門
は
核
朽
ち
込
み
速
9
な
ど
核
点
ふ
の
心
t
に
拍

mを
か
け
る
こ
と
は
心
心
だ
。

て
連
用
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
に
つ
い
て
は
さ
よ
さ
よ

な
滋
凶
が
あ
る
の
で
、
外
田
が
マ

紐
撃
泊
一
＂
言
彗
汀
料

B

i
_
[
〖
田
け
蒻

八
l
l
の
終
芍
さ
廷
括
塁
る
こ
と
と
ば
沌
う
。
関
は
以
応
ら
な
い
。
日
人
間
か
ら
事
前
協
磁

岱
な
ぬ
点
と
や
り
と
り
1
1
次
の
絋
府
と
解
釈
す
ぺ
さ
だ
。
の
申
し
入
れ
を
す
べ
き
だ
。

辺
9
。

大

出

氏

「

米

2
か
ら

m前
協
安
倍
外
相
日
本
政
府
が
事
前

招
滋
を
咬
関
す
る
の

Il
、
米
間
の

【
ぽ
団

5
込

み

】

ぶ

の

巾

し

入

れ

が

な

い

が

ら

校

は

裔
俊
氏
(
l
t
会
•
神
な
1
1
1
四
入
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
の
が
政
す
材
不
履
行
の
吋
以
外
な
い
。

区
）
米
哨
艦
二
1

ー
ジ
ャ
ー
，
ジ
ー
府
が
総
り
返
し
て
い
る
笞
弁
だ

の
日
本
店
予
定
が
伝
え
ら
れ
て
が
、
こ
れ
で
は
国
民
の
不
安
け
屏

い
る
。
米
絹
会
に
む
け
ろ
氾
印
将
切
で
さ
な
い
。

口
の
柾
ぷ
か
ら
、
ニ
ュ
ー
，
ジ
ャ
ー
・
中
着
根
芦
相
佐
暉
内
閲
当
印

ジ
ー
や
ば
討

rぶ
ト
マ
ホ
ー
ク
が
政
府
は
非
核
一
―
―
臣
印
を
叩
喧
に
し

貯
竺
J
れ
て
い
る
こ
と
は
叩
つ
か
て
い
る
。
日
米
安
烈
条
約
に
某
づ

だ

。

＜

亨

前

招

滋

制

ぱ

も

と

も

と

円

本

麟
井
北
米
局
只
核
后
絨
能
力
馴
が
課
し
た
制

mで
あ
る
C

日
米

を
灼
つ
こ
と
と
核
を
行
誠
し
て
い
安
は
条
約
ぱ
柑
互
の
口
頼
に
よ
っ

苔
""{"""a""5""§g""""""m"35;"""""m""""5"gg"""

A
斎
氏
が
収
り
上
げ
た
、
米
＿
核
）
は
八
四
年
，
ハ
月
に
艦
隊
に
導

艦
い
の
核
馘
問
因
に
関
す
ろ
磁
入
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
T
L
A

公

証

"

V

M

/

C

（

対

地

攻

撃

／

A
絞
）
は

ホ
ス
テ
ト
ラ
ー
印
印
少
”
（
八
ま
だ
開
発
中
だ
。

四
年
二
月
、
下
院
i
u
即
委
只
会
）
（
八
五
年
一
i
一
月
米
下
院
n
I
綿

「
ト
マ
ホ
ー
ク
能
”
U
計
田
よ
」
委
）
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
を
見
た

は
岱
ハ
会
パ
年
旺
で
、
ス
ク
ー
ジ
と
き
は
、
対
艦
と
対
叫
攻
撃
非
核

コ
ン
級
点
内
ヒ
史
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ミ
サ
イ
ル
の
辺
令
ミ
サ
イ
ル
だ
っ

ス
級
ば
料
焦

m発
装
四
干
一
た
。
（
略
）
筏
ト
マ
ホ
ー
ク
い
つ

巽
げ
帷
“
充
射
凶
閃
四
史
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
印
在
ぱ

（
筏
弾
凶
つ
き
ト
マ
ホ
ー
ク
ミ
ア
イ
オ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

サ
イ
ル
を
と
の
く
ら
い
の
早
さ
で
両
＂
艦
と
も
（
削
除
）
ト
マ
ホ
ー

配
伽
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
ク
を
載
せ
て
い
る
。
（
削
除
）

の
田
問
に
）
十
―
ー
史
が
承
認
さ
れ
注
削
除
渾
分
は
「
核
」
の
証

て

い

る

。

き

だ

と

い

う

の

が

、

大

出

氏

の

主

T
L
A
M
/
N
（
対
地
攻
撃
／
叫
゜
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i

,
1
,
1
1
,
'ー
―

皐

一

[
E
l

出

雪

計
対
ソ
通
常
戦
に
と
殺
し
屋
、
級
も
続
々
l
i
i

m目
閏

aっ
笞

。

行

そ

こ

●

い

て

い

で

沿

い

忍

―

勘
品
に
つ
い

M
尋
ね
含
、
「
私
る
こ
と
な
が
ら
、
咋
年
一
琶
ヱ
｛
戦
略
ー
一
月
号
に
発
表
し
た
諭
文
は
量
位
に
す
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
―
―
―
マ
ホ
＇
，
ク
発
射
合
の
任
事
も
兼
ね
る
る
。
米
瞑
漕
の
槙
須
賀
入
港
の
た
び
竺

に
善
各
負
な
い

l
.
4
Hん
ヤ
上
～Bi
沼
｝
』
如
“
K
ロ
サ
ン
ゼ
ル
鵡
二
め
ャ

4皿
皿
q
ん
。
年
が
か
り
で
”
下
呈
げ
た
妥

3醤
の
の
が
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
g
編B
頁
妥
夭
証

P
F
4
9
を
呑
占
~
箪
幽-
9
F敢
材
に
朽
く
，
，
昨
介
は
人

ん
こ
相
手
の
哀
情
が
厳
し
J
な
る
。
ス
緻
が
次
々
に
入
疇
し
始
め
た
か
3

誌
名
と
同
ぃ
三
論
巧
綸
文
の
中
で
新
載
略
だ
と
い
う
。
漕
米
淘
軍
の
斬
載
疇
と
重
ね
あ
わ
事
指
露
統
制
シ
ス
テ
ム

o
w
w
Y
C
手
を
擬
っ
て
入
っ
て
J
る
感
じ
で
あ

x

x

x

だ

。

向

作

戦

部

長

は

8
対
ソ
通
常
“
に
麟
ソ
凛
の
“
記
核
ミ
サ
イ
ふ
渾
疇
辻
る
と
、
入
疇
壇
の
背
景
が
は
っ
き

C
S
)
の
地
末
讚
問
が
入
っ
て
お
や
き
マ
ホ
ー
ク
を
積
ん
で
い
る

淡
轡
旨
本
今
召
、
昨
年
を
こ
ろ
し
た
番
サ
ン
ゼ
ル
ス
藝
仄
し
て
も
、
ソ
携
戟
略
褻
f
｛
サ
イ
ル
ば
、
軍
東
で
は
二
十
数
隻
が
オ
ホ
ー
ゎ
チ
ゑ
y
，
り
、
苺
中
で
作
駐
行
戴
中
の
米
原
讚
の
か
、
い
な
い
の
か
：
＊
9

・
外
見
な
C

凜
新
只
い
懲
和
キ
呈
し
て
い
る
。
●
日
賣
疇
の
F
3
8道

^
}
9
9ャャ
を
t9
ソ
宣
一
園
辺
ァ
A
8
苺
ツ
ク
澤
、
太
平
葺
に
震
開
し
そ
い

延
べ
＝
＝
字
五
隻
面
禎
言
一
十
賽
~
上
で
、
？
：
キ
ン
ス
米
渾
軍
作
璧

6
と
撃
L

マ
ホ
ー
ク
韓
船
を
畠
す9
る
。
亡
3
叫
じ
墨
役
を
言
め
、
声
す
る
堕
軍
〇
芝
に
、
遍
物
の
半
通
霊
鶯
鵡
2
て
、
こ
U
か
品
苓
ま
く
ら
苫
ま
で
芦
、
•
-
9
-
4
l

い
う

佐
宝
堡
逗

W
と

い

i

長

が

丞

置

研

苔

の

8
-
m
]き
を

よ

そ

米

只

の

ほ

コ

て

翠

一

（

ジ

喜

魯

至

璽

も

袈

～

合

羹

名

、

こ

翌

男

よ

尻

”

ぇ

‘

で

｀

＾

~999 
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を
中
断
し
た
こ
と
を
考
●
し
た
も
漬
冒
斃
壼
を
奔
●

漬
習
を

2
週
間
短
縮
沿
I
J
げ
a
の

。

し

か

し

北

朝

鮮

霞

は

咋

千

北

朝

鮮

“x
る

n

二
月
六
日
、
「
大
塁
事
瓢
●

TRPす
八
日
棗
】
十
八
日

9

【
ソ
ウ
ル
十
八
日
＊
守
糟
派
り
、

111在
蠅
め
ら
れ
て
い
る
育
北
て
き
た
こ
↑
も
あ
り
、
攣
襖
が
拡
を
完
全
に
中
止
し
、
疇
北
対
話
が
表
の
平
・
叡
送
は
、
来
韓
合
＂
軍

員
】
米
韓
遷
合
日
令
郷
は
十
八
日
対
話
へ
の
配
慮
を
見
せ
た
も
の
に
大
し
て
き
た
。
ハ
三
年
か
ら
は
二
葦
行
し
て
い
る
t
n
l
は
一
切
の
軍
事
事
翼
曹
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
？
r

品
、
米
韓
合
ロ
一
事
訓
練
「
チ
な
っ
て
い
る
。
月
一
日
に
ス
タ
ー
ト
•
四
月
中
匈
“
纏
を
中
止
し
よ
う
」
と
讐
寓
。
寓
」
の
二
月
十
日

1
1
1
飴
が
口B
兄

＿
ー
ム
ス
ピ
リ
？
よ
8
」
を
二
月
十
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
七
六
年
鰈
了
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
醗
い
さ
ら
に
元
日
に
は
北
帆
鱒
の
金
日
衰
さ
れ
た
こ
と
を
鴫
じ
る
と
共

日
か
q
a月
中
旬
ま
で
実
庫
す
る
に
ス
タ
ー
ト
。
当
初
、
参
加
兵
力
て
い
た
が
、
今
年
は
始
閉
キ
ヤ
ら
賦
主
露
が
改
め
て
「
軍
事
堕
烹
｝
J
軍
事
璽
・
中
止
に
躙
す
る
彎

と
衰
と
‘
p
后
兵
力
は
米
韓
は
韓
B
軍
四
万
、
米
軍
六
千
で
閉
し
、
終
朗
を
織
り
上
げ
る
こ
と
で
止
J
を
拿
め
る
と
共
に

+
-
B、
案
を

nu否
」
し
て
行
わ
れ
る

軍
二
十
余
万
人
、
一
醐
航
空
母
艦
四
も
十
日
余
と
燦
か
っ
た
が
、
レ
閉
四
を
短
縮
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
「
二
月
一
日
か
ら
北
綱
鱗
全
攣
で
「
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
」

．．
 

載
同
で
昨
年
並
み
だ
が
｀
訓
瓢
ー
ガ
ン
政
噸
の
壺
潟
と
と
も
に
対
初
め
、
北
叩
鮮
側
が
チ
ー
ム
ス
ピ
の
軍
事
瓢
曹
は
疇
北
対
謳
中
は
中
は
、
「
疇
麟
竿
鼻
に
お
い
て
饂
饗

剛
閻
は
約
二
週
閲
Ill鵬
さ
れ
て
お
ソ
輯
復
畷
略
訓
練
の
色
彩
を

mぴ
リ
ッ
ト
史
編
を
理
由
に
南
北
会
馘
止
す
る
」
と
央
去
し
て
い
る
。
状
麟
を
●
仁
さ
せ
る
」
と
非
●
。

師
団

G
二
十
六
円
通
科
連
認
反
対
な
y
ふ
1
沃
現
が
見
合
わ

和
萌
巾
）
の
百
・
ヤ
ギ
人
と
宝
せ
た
紆
約
が
あ
る
．
今
回
の
高

u

占

ャ

6
、
米
飼
が
第
ニ
卜
五
鰊
ら
加
に
つ
い
て
は
「
ス
キ
ー

r

歩
兵
師
団
第
一
ー
ニ
十
七
佐
兵
技
術
な
ど
を
ハ
ワ
イ
か
ら
政
る

大
霰
（
ハ
ワ
イ
）
の
百
三
十
人
霞
は
に
栢
辺
さ
せ
る
た
め
で
は

竺
大
認
の
十
一
人
．
院
卜
百
巳
認
と
の
共
固
訓
勧
で

心

米

陸

軍

と

雪

中

訓

練

と

沖

縄

庄

留

の

第

一

特

殊

殿

群

な

い

か

」

（

中

村

：

長

）

と

祁
紬
は
ス
キ
ー
行
進
、
予
ぷ
中
な
い
こ
と
を
強
閏
し
て
い
る
．．
 

、
上

ー

陸

上

富

良

野

で

来

月

16
日
か
ら
で
の
野
也
｀
小
銃
や
機
閲
銃
の
ま
た
同
口
団
は
、
訂
げ
に
続

実
射
郡
錬
を
直
じ
て
日
米
問
の
く
来
届
凸
駿
第
＿
一
焉
k
帥
旧
と

豆
防
衛
且
陸
上
尋
僚
監
丹
は
ャ
占
胃
占
良
野
町
）
で
行
ま
た
今
国
は
米
培
霊
特
殊
作
載
遵
携
を
強
め
る
の
が
王
な
ね
ら
第
九
師
団
の
共
因
隕
鰊
を
今
月

六
日
、
米
陸
冨
と
積
古
寒
袷
池
う
、
と
発
表
し
た
．
茄
乍
士
寒
冷
那
豚
（
通
称
、
グ
リ
ー
ン
・
ベ
し
＞
い
で
｀
衝
地
占
領
も
文
薦
す
る
．
二
十
七
日
か
ら
ャ
四
H
問

汗

の
共
同
実
動
訓
繰
を
二
月
十
六
匙
で
の
共
同
訓
絨
は
昨
年
、
可
ー
）
の
紹
自
が
拓
導
官
と
し
て
米
・
朽
殊

n霰
祁
認
は
訂
冬
、
鹸
限
屯
粕
劇
密
編
で
行
・
？
と
免

日
か
ら
十

'-B問
、
本
逍
の
上
拭
習
場
で
米
歴
兵
ほ
と
行
っ
て
参
加
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
．
本
五
ニ
セ
コ
匙
区
で
粗
独
に
心
＂
衣
．
参
加
駐
校
は
出
師
b
f
l
t

冨
良
野
藷
習
蝙
（
冨
良
野
市
、
い
る
が
、
米
怪
軍
と
は
初
め
て
．
多
和
舒
認
は
日
本
割
が
第
二
中
サ
バ
イ
パ
ル
講
鍼
を
行
う
計
中
鰈
程
度
と
し
て
い
る
．

画
を
立
て
た
も
の
の
、
池
元
の

墨` べ～多→v.'晶
日米共同指揮所；餡宮に参加し、対面式にのぞんだ
米事の各部隊＝北向辺・東千磁駐屯地

嘉
手
納
に
集
中
配
備
も
（

t

J

 

t
.
ャ

窃

七

>
/
‘
.
,
 

在
比
米
軍
基
地
の
代
替
問
題

は
、
“
ジ
ャ
ン
グ
ル
・
エ
ア
フ
ォ

ー
ス
＂
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
持
つ

第
一
三
空
軍
で
、
東
京
・
横
田
其

地
に
司
令
部
を
沼
く
第
五
空
軍
と

こ
の
第
三
空
軍
が
米
太
平
江
空

軍

(
P
A
C
A
F
)
の
全
戦
術
部

隊
を
統
釈
し
て
い
る
。

二
十
七
日
付
の
米
軍
機
関
紙
ス

m部
隊
の
再
編
問
題
が
浮
上
し
よ
国
の
米
軍
甚
珈

rを
挙
げ
、
こ
れ
嘉
手
納
摂
地
へ
の
分
散
移
転
が

タ

ー

ズ

・

ア

ン

ド

・

ス

ト

ラ

イ

プ

う

。

ら

の

碁

地

へ

の

分

散

移

転

を

計

画

ど

の

よ

う

な

形

で

計

画

さ

れ

て

い

ス

（

星

条

旗

）

は

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

米

当

局

者

に

よ

る

と

、

ス

ビ

ッ

し

て

い

る

。

る

の

か

は

明

ら

か

に

さ

れ

て

な

い

の
政
情
不
安
に
伴
う
在
比
米
軍
堕
ク
海
軍
、
ク
ラ
ー
ク
空
軍
の
二
大
さ
ら
に
、
当
同
者
は
[
(
米
比
が
、
移
転
が
現
実
化
す
る
と
、
こ

腿
替
問
題
を
一
面
ト
ッ
プ
に
掲
在
比
米
軍
塞
地
の
移
転
先
と
し
て
塞
地
協
定
の
期
限
の
切
れ
る
）
一
れ
ま
で
の
ク
ラ
ー
ク
其
地
の
戦
略

げ
、
米
紙
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
は
①
空
、
海
軍
の
両
施
設
を
備
え
九
九
一
年
以
降
も
ス
ビ
ッ
ク
、
ク
上
の
機
能
と
絡
み
再
編
閻
図
が
大

ム
ズ
の
報
道
と
し
て
、
米
政
府
当
た
グ
ア
ム
②
沖
縄
の
空
軍
基
槌
3

ラ
ー
ク
の
在
比
米
軍
基
地
は
フ
ィ
き
な
課
題
と
な
る
の
は
必
至
゜

局
者
は
沖
縄
へ
の
移
転
先
と
し
て
第
二
次
大
戦
で
使
わ
れ
、
現
在
未
リ
ピ
ン
に
残
る
可
能
性
が
あ
る
」
ま
た
、
嘉
手
納
甚
地
に
は
海
軍

「
空
軍
基
地
」
を
挙
げ
た
。
こ
れ
使
用
に
な
っ
て
い
る
北
マ
リ
ア
ナ
と
述
べ
る
な
ど
、
移
転
問
題
は
な
施
設
も
テ
ナ
ン
ト
部
隊
と
し
て
あ

は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
嘉
手
納
基
地
諸
島
（
米
信
託
統
治
領
）
の
サ
イ
お
不
透
明
な
要
素
を
多
く
抱
え
て
り
、
ス
ビ
ッ
ク
海
平
の
一
部
も
宛

を

指

し

て

お

り

、

移

転

が

現

実

化

パ

ン

飛

行

勘

ー

を

有

力

候

袖

と

し

い

る

。

手

納

に

移

設

さ

れ

る

可

能

性

も

残

す
る
と
腐
手
納
基
地
と
在
比
米
空
④
可
能
性
と
し
て
日
本
本
土
、
韓
ク
ラ
ー
ク
其
地
で
最
大
の
部
隊
さ
れ
て
い
る
。

「
米
の

釦
バ
防
衛
費
突
出
背
負
い
込
む

●令力芦）ヽ‘／ ~I:~枷
蒻臼凍習

あ
い
さ
つ
し
た
＂
＿
（
．
沿
叫
区
（
守
り
、
空
窃
副
“

ー
ま
た
．

C
．
W
・
ダ
イ
ク
Ir
i
i
．
に
は
谷
g
心
ナ
3

空
“
,
"
”
{
M
(
{
'
碍
）

及
岱
山
叫
令
れ
も
，
曲
ん
の
部
料
が
そ
れ
ぞ
れ
肘
格
す
る
。
い
ず
れ

が
双
ん
の
や
り
ル
を
受
ぴ
、
打
1
-
も
一
月
六
日
付
。

一の
C
に
役
立
つ
こ
と
を
期
位
す
【
統
合
悶
似
＾
語
芯
位
】

,¥ 

る
」
と
心
べ
た
3

森
繁
弘
氏
（
も
り
・
し
げ
ひ

9
.
2
カ
・
一
こ
の
後
、
北
L
I
抄
腐
政
務
次
一
ろ
ご
岱
航
空
青

~
r校
卒
。
昭

J

,3, 

l
'

、

‘

ノ

―

q

り

が

就

任

後

初

め

て

屁

随

窃

虹

3

年
贅
双
予
節
に
入
り
、
空

【
rき
’
い
で
几
回
目
を
叫
動
か
さ
ず
、
国
に
で
見
双
ll
の
門
（
ハ
ワ
イ
で
あ
四
し
歩
兵
人
と
恥
去
昇
の
親
校
と
な
っ
面
、
腐
の
様
ナ
な
ど
を
ぢ
し
i
分
腐
習
、
北
航
空
方
面
隊

$"‘ 

忌

見

闘

闊

習

「

ヤ

マ

サ

闘

系

庄

靡

西

賢

牙

魯

師

門

ミ

ネ

ソ

乞

な

ど

の

陸

小

た

。

た

。

(

J

ー

）

可

令

内

な

厖

経

て

、

邸

，

年

4
月

ク
ラ
9

の
対
九
式
が
一
贔
旦
の
瓜
習
繋
ば
十
八
日
か
ら
い
部
店
の
ほ
か
、
利
兵
閑
一
内
只
]
対
面
式
に
は
両
国
合
わ
せ
て
的

I

一
か
ら
空
悶
長
胡
改
謡
岡
い
出
9

篇
喜
咀
政
中
の
陸
土
目
次
、
下
寂
入
り
し
、
こ
れ
よ
で
P

帥
I
J
i
（
か
り
を
忍
（
悩
四
百
人
が
参
加
、
采
腎
礼
の
後
、
一
統

m議
長
に
森
氏
一
【
航
空
堕
蒻
】

衛
隊
由
r'

甘
lO
地
で
行
わ
れ
一
節
訓
糾
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
対
烈
巳
、
第
五
盃
福
田
）
の
砕
上
白
魯
の
五
上
翌
北
部
h
一
政
的
性
一
ー
四
11の
闊
で
、
一
大
村
平
氏
（
お
お
む
ら
・
ひ

甕
以
降
、
子
'
-
日
ま
で
の
i
l

-nr人
が
な
厨
―
I
J
の
白
臥
鷹
監
が
「
本
醤
が
日
米
間
の
叫
尋
嘉
部
繁
邸
統
合
幻
似
i
と
し
）
東
京
工
大
卒
。
昭
和
鈷

こ
の
5
四
は
、
い
＾
共
同
の
出
和
で
総
詞
習
次
歪
仙
か
ら
は
、
ふ
内
四
個
師
ぱ
の
ほ
相
紅
狸
解
を
探
め
、
日
米
玄
ぽ
体
会
ぶ
議
畏
の
後
仕
に
森
繁
弘
舶
空
ふ
努
尉
紺
に
入
り
、
の
完
肖

I
―
砂
忍
江
、
各
部
図
扉
＾
！
回
の
参
加
屯
命
か
ら
見
か
、
宍
闘
（
瞑
本
）
の
摩
制
の
い
酌
性
、
町
，
I
お
両
上
一
社
長
（
裔
）
廃
§
J
と
一
か
ら
品
副
長
。

5
6
磁
。
靡
都

の
み
が
信
、
文
戦
部
隊
は
一
九
軍
団
（
爵
）
、

m二
五
歩
兵
七
百
人
が
嘉
、

9
-
Tし
西
に
寄
与
す
を
J
p
こ
す
」
と
一
を
決
め
た
3

空

“

長

に

は

今

輩

出

身

。

（

札

）

9

、,̀

,
1
 

日米安保

協議閉幕

【
ホ
ノ
ル
ル
十
七
日
＂
”
ケ
江
特
派

8
ハ
ワ
イ
で
行
わ
れ
て
い
音
米
安
全
保

m器
レ
ペ
ル
協
晴
は
十

七
日
（
日
本
時
圃
十
八
n

)

、
酋
前
の
日
塁
＃
ぇ
悶
し
た
。
酋
彗
闘
の
協
詔
を
せ
、
品
の

蒻
政
策
や
防
四
努
力
氣
咄
田
に
呼
仰
＃
た
。
な
硲
研
ぶ
叩
平
窃
次
官
は
「
和
万
刑
依
が
進
み
E
皿
紡
衛
協
力

盟
は
定
杓
の
時
代
に
入
っ
た
」
と
評
し
た
が
、
そ
れ
は
一
四
沿
乱
辺
窃
男
休
澗
菜
国
の
栂
柚
略

体
制
の
一
翼
を
担
う
染
3
と
し
て
涅
F

半
き
た
こ
夕
を
も
符
昧
す
る
。
ま
た
、
米
口
が
巳
本
の
防
仰
政
笞
8

評
価
た
こ
点
は
旧
裔
の
中
で
の
防
即
努
力
の
樫
、
忠
窃
紐
品
絆

lPUの
北
叫
祷
め
達
成
を
前
5

と
し
た
も
の
で
、
日
本
側
は
爪
い
印
四
を
れ
わ
さ
れ
た
と
い
え
そ
つ
だ
。

•
ま
g

:
l
n
o坦
、
℃
こ
丸
て
り

ふ

怜
0

自

衛

隊

と

米

軍

雪

中

共

同

訓

練

冑
諏
懇
箭
市
軍
ケ
平
の
繭
上
自

膏
鬱
弘
前
底
屯
螂
で
二
十
七
日
か

ら
、
日
と
溢
た
の
疇
奮
寒
冷

塁
同
練
姶
ま
っ
た
。

霧
加
し
て
い
全
の
は
、
嘩
上
自
疇

認
が
四
百
五
十
人
で
、
来
●
鴨
は
第

一
、
第
一
歩
兵
よ
二
百
一
＝
＋
人
。

こ
の
日
は
午
前
中
に
週
信
攣
を
は
じ

め
対
鵬
軍
火
覇
、
迫
攀
姻
、
小
銃
、

胃

9
の
善
轡
竺
苫
、
複
笞

ぃ
、
午
後
か
ら
は
ス
キ
ー
瓢
練
。
米

兵
の
三
分
の
一
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど

で
巖
ず
み
だ
さ
い
う
。

在
沖
海
兵
隊
も
参
加

討
麟
紐
最
大
規
校
で
連
携
訓
練‘‘̀ 

●
そ
し
て
、
沖
縄
：
・

A
¥
¥
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翼
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定
着

米
の
対
ソ
監
視
を
補
完

防
衛
庁
の

O
T
Hレ
ー
ダ
ー
構
想

•J:も知りヽJト
租置t,

す

き

間

埋

め

情

報

提

供

も

• 71収°ン^の↑竺杞泣

＂
米
満
軍
艦
鰯
が
集
結

岩
マ
ニ
ラ
三
十
日
§
―
ー
干

n付
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
空
塁
打

“
テ
ィ
ン
・
ツ
デ
ー
は
、

ス
ピ
ッ
ク
米
薗
軍
驀
翠
堕
n名
の

翌
し
て
、
二

n三
日
に
米

m七

"
1
1
1の
原
子
刀
ま
8

エンタ

ー
プ
ラ
イ
ズ
が
日
募
噛
に
入
4
す

魯
伝
そ
た
。

ス
ピ
ッ
ク
墨
咆
に
は
こ
れ
ま

で、

G
七
艦
墜
出
g
ル
ー
リ

ッ
ジ
、
空
g
ミ
ッ
2
ウ
ェ
ー
な
と

が
＾
氾
し
て
お
り
、
マ
ル

nス・

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
製
に
公
正
な
選

ー
合
“
男
“

と
か
、
「
騨
必
”
起
き
た
町
に
鱈

え
な
行
勁

S
ぼ
い
か
」
な
名
J

ぬ
想
を
呼
ん
で
い
る
。
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穴
11
闊

夏

尋

、

[

g

晨

喜

仇

」

突

が

ふ

N
四
定
さ
れ
、
今
点
一
致
で
一

狂
択
さ
れ
た
。
こ
の
ロ
バ
は
旧
市
謬
邸
巾
り
四
郡
市
い

mで
は
、

n．
代
山
に
次
い
で
一
面
110

l
l
l

軍
港
都
市
で
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印
“
の
米
ソ
臼
脳
会
い
以
来
、
何
と
な
／
双
張
顧
印
．
J
t
釘
が
口
界

朽
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
か
ら
ャ
：
几
べ
1

ハ
年
、
日
ふ

ょ．＂k

五
ど
は
史
太
平
行
の
状
況
雰
’
げ
り
緊
れ
し
，
4
い
に
な
3

蒻

誌
に
、
①
ソ
遷
と
の
間
で
荻
を
使
わ
で
き
る
と
は
、
ド
ー
ア
氏
自
襲
が
考

な
い
通
常
載
争
が
起
き
た
嶋
合
で
犬
て
い
な
い
も
の
と
息
わ
れ
る
。
し

も
米
側
は
ソ
連
の
核
弾
臨
r
r

i
サ
イ
か
し
、
論
文
発
裏
か
ら
叡
力
月
も
た

几
拓
載
讚
水
霰
を
翠
忌
こ
れ
っ
た
あ
と
で
、
し
か
も
B
防
総
雀
の

に
よ
り
核
の
バ
ラ
ン
ス
を
米
側
に
有
広
諏
誌
に
転
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

別
に
g
ゑ
同
時
に
米
国
の
該
搭
載
は
、
米
国
防
当
g
が
こ
の
ド
ー
ア
綱

の
空
母
・
艦
艇
を
ソ
妻
3
園
＃
撫
翠
主
竪
g
と
て
い
全
J
と
苓
手
も

り
め
ぐ
ら
す
、
と
の
新
し
い
戦
記
を
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
米

発
哀
し
た
。

1賽
g
日
の
対
屈
喪
監

6
喜
祁

「
通
円
塁
塁
の
瓢
、
な
に
も
の
一
っ
、
と
き
出
宍

6
な
い
ぢ
（

べ
て
の
ソ
遍
の
載
日
疇
六
攀
を
醜
重
う
か
．

箪
明
し
て
、
文
3
対

塩

へ

畠

し

ょ

2ぃ
お

で

は

な

い

」

と

弁

ら

し

目

の

i

ヵ

生

え

た

．

卵

て

い

る

が

、

米

ン

ス

ト

ン

つ

い

て

仝

の

ハ

ワ

ィ

畠

で

：‘、
¥

r

)

，
饂
東
ソ
遍
軍
の
増
論
に
つ
い
て
大
苫
ポ
ー
ゼ
ン
敦
鰻
は
「
（
ソ
遭
賃
笠
樟
t
な
か
っ

汽
、
、
遠
て
.
-
A
は
、
多
く
の
ソ
妻
只
家
が
今
鰻
さ
に
対
し
）
あ
衷
足
躙
職
的
」
あ
た
、
と
旦
ニ
ー
ヘ
て
い

i

発

笠

量

繹

月

じ

高

度

の

戦

術

戦

略

を

主

張

さ

の

シ

ー

ソ

ー

畏

ら

ら

形

に

な

っ

ゲ

ー

自

員

翠

[

t

l

m
]
1
3本
に
対
応
策
訴
え
i
i
l

釦

一

の

存

で

包

、

と

ー

・

の

巴

記

が

を

雰

、

い

ザ

安

今

伝

て

は

、

米

ソ

菖

肛

会

き

が

あ

合

を

菜

盗

塁

司

令

店

も

ャ

ろ

さ

れ

苫

に

な

っ

た

．

ハ

ワ

4
量

召

ソ

攘

磁

更

“

一

界

g

巌

の

基

円

と

届

雙

が

、

日

浜

2蔽
妥

ち

g

‘

ん

、

益

厨

塁

も

悴

臼

塁

呈

ド

↓

食

g

g

‘

こ

れ

事

に

つ

い

て

、

溢

ぷ

2公
眉

印
・
づ
け
た
。
な
ん
の
影
響
も
更
け
た
く
な
い
、
と
け
止
め
て
い
る
．
で
以
上
に
日
本
の
直
響
瓢
の
攣
略
的
が
あ
り
、
こ
れ
が
日
事
の
E
疇
U
賣

t

i

軍

縮

へ

の

機

運

王

且

界

の

安

全

畠

墨

薔

米

軍

孤

立

の

際

畠

畠

炉

べ

毘

后

門

て

塁

2
胃
き
ぷ
r‘

の
冥
ば
、

H
亭

以

上

に

賽

い

。

い

工

工

t

た

。

そ

’

そ

ド

ー

ア

旬

今

畜

ー

，

」

高

ま

り

を

心

配

乱

盆

塁

塁

は

、

ソ

男

自

衛

隊

支

援

論

は

、

I
Iに榮畠
荏

そ

こ

i

5

米
ソ
芦
脳
会
駅
が
醸
し
出
す
空
叉
軍
事
力
増
葦
が
池
疎
的
燒
裏
で
続
け
こ
の
こ
と
は
、
今
回
の
ハ
ワ
イ
協
お
け
る
週
雫
鴫
力
に
よ
る

a鰤
a日
宣
や

3
孟
”
な
い
が
、
し
か
し
、
こ

＂
介
い
の
八
ワ
イ
協
紐
の
性
格
を
決
は
ど
う
で
あ
れ
、
と
に
か
く
対
ソ
箪
ら
れ
て
い
る
、
と
の
認
識
で
一
蠍
し
麟
で
の
米
憚
癸
言
に
よ
く
襄
れ
て
い
本
の
軍
土
外
で
の
防
壽
、
の
三
つ
の
れ
が
本
当
に
日
本
に
と
っ
て
・
・
な

知
し
て
い
る
の
ぱ
、
J
束
ゾ
れ
脳
伝
卿
増
嘩
路
繹
は
変
え
な
い
の
だ
と
い
て
い
る
。
今
回
の
協
・
で
も
、
米
側
る
が
＾
見
葦
と
せ
な
い
の
は
、
こ
ろ
分
野
に
つ
い
て
、
声
膏
鰍
の
役
響
を
の
か
と

2
ば

r
も
っ
と
璽
墨
答

｀
い
が
r
,
-
l

v、
い
っ
た
か
ち
と
い
っ
う
こ
の
方
針
の
暉
認
が
、
日
ソ
外
相
は
最
断
の
情
畷
を
も
と
に
、
ソ
連
の
し
た
米
日
の
不
安
が
高
じ
て
、
か
な
蠅
冒
。
具
体
的
に
は
日
本
頓
士
外
で
祈
を
必
事
と
し
七
っ
．
近
い
囀
攣
、

J
i
て
、
ソ
半
り

m殴
温
花
料
が
あ
会
印
時
を
同
ン
し
て
行
わ
れ
た
軍
亭
刀
尺
ぶ
に
増
寧
さ
れ
続
け
て
り
き
わ
と
い
載
楕
載
略
で
瓢
東
太
平
迷
軍
が
1
1
1
立
し
た
よ

2
塩
否
、
文
ハ
ワ

4
藍
モ

A
る
に

2
つ
ジ
オ
ス

：

t

け

で
U
な
い
．
し
た
が
っ
て
水
こ
と
伍
評
5
閃
い
。
日
ソ
和
鰍
ム
ー
い
る
か
を
葦
調
。
特
に
協
麟
第
二
日
洋
を
中
心
に
対
応
し
よ
ろ
と
す
る
動
翠
し
救
出
す
る
作
鵬
を
と
る
ぺ
き
ト
ク
協
攣
と
い
う
＋

2
な
あ
が
で

-mの
安
全
保
g
政
節
も
疫
わ
ら
な
ド
が
過
飢
し
、
日
本
国
内
に
軍
縮
蠣
の
土
ハ
日
、
米
側
は
直
東
で
の
ソ
遷
き
が
、
米
制
胆
組
薗
脳
の
間
に
出
て
だ
、
な
と
S
3
べ
て
い
る
。
き
て
、
瓢
賣
ソ
遍
の
軍
事
刀
に
つ
い

石
」
と
ゞ
J
夕
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
憑
高
ま
っ
て
は
大
霰
、
と
い

0
心
軍
亭
力
の
脅
駅
を
具
体
的
に
列
寧
し
い
る
こ
と
だ
。
ド
ー
ア
司
令
官
は
か
つ
て
対
日
政
て
日
本
翔
ソ
軍
に
”
し
く
問
い
た

-m"工
月
、
製
し
た
矢
崎
防
衛
煕
晋
笞
安
全
醤
当
烏
者
に
兵
て
、
日
本
側
に
強
い
印
拿
を
与
え
る
た
と
え
ば
、
米
海
軍
の
ワ
ト
キ
ン
策
を
研
究
し
た
こ
と
が
あ
り
、
日
本
だ
し
、
日
本
の
訪
鰤
政
賃
を
つ
く
る

ぢ
次
杜
ワ
イ
ン
バ
ー
ガ
ー
米
国
通
し
て
お
り
、
ハ
ワ
ノ
出
蘊
あ
攣
芸
一
方
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
は
ず
の
米
ス
作
威
部
長
は
、
米
澤
軍
研
究
所
の
憲
法
上
の
制
約
に
つ
い
て
も
十
分
霰
、
そ
れ
を
も
栖
用
す
る
、
と
い
ろ

一
防
且
＂
稔
べ
た
一
勤
た
が
、
畠
に
一
彦
ギ
を
刺
し
て
お
こ
う
と
い
太
平
洋
烹
孟
ぶ
り
、
な
か
で
も
含
年
一
月
に
畏
じ
た
「
マ
リ
タ
イ
に
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
、
こ
翌
こ
と
は
も
当
盆
石
亭
、
で
あ

元
ぃ
品
怜
が
改
め
て
こ
の
ワ
う
こ
名
だ
ろ
う
。
こ
と
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